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博報堂 新しい大人文化研究所

クロスジェネレーションを求める新型50・60代

新大人研レポート No.21 シニアから新大人へ、新型50・60代に。 その⑤

「大人世代と若者世代がお互いの良さを認め合いつつ、交流・協力し、新しい文化や潮流が

生まれることが望ましい」「大人世代が若者世代を応援して、若者世代から新しい文化や潮

流が生まれることが望ましい」が共に７割強に。年代が高くなるにつれ、この傾向が強く

なっている。

博報堂新しい大人文化研究所では、40～60代を“新しい大人世代“と呼び、調査研究を行っています。
調査結果を見ると、40～60代の変化は、さらに本格感を増しています。新大人研レポート2012～13
年は「絶滅!？する中高年－“新しい大人世代の登場”」、2013～14年は「いま高齢社会は“新しい大
人社会”へと大きく変化」でした。2015年はあらためて生活者の変化に注目して『シニアから新大人
へ』。自分たちは従来の50・60代とは違うという意識が高まっています。40代も含めて、単なる
「若々しさ」だけでなく多方面での新たな兆しが見えて来ました。今回のシリーズでは、消費にも大きな

若者世代とは交流・協力し、
それだけでなく若者世代をサポートしたい。

本件に関するお問い合せ： 博報堂 広報室 藤井・長谷川 TEL:03-6441-6161
博報堂 新しい大人文化研究所 阪本・山本 TEL:03-6441-4366

新しい大人世代では「若者世代と交流・協力・支援したい」というクロスジェネレーション欲
求が高く、今回の調査結果から、新しい大人世代は若者との交流・協力を望んでおり、「若者
をサポートしたい」と思っていることが明らかになりました。

大人世代と若者世代の世代間交流・協力について77%が「望ましい」と回答しており、新し
い大人世代において若者世代との世代間交流・協力意欲が高い結果となっています。さらに、
単なる交流にとどまらず、「大人世代が若者世代を応援することで、若者から新しく社会的に
も意義のある文化・潮流が生まれる時代が望ましい」と回答する人は75.3%に上りました。
新しい大人世代は若者世代をサポートして、若者から新しいことが生まれるようにしたいと考
えているようです。ちなみに 「コミュニケーションを増やしたい相手」に関しては、「年齢
問わず価値観を共有できる友人・知人」が全体の75.0%となり、他世代とのコミュニケ―
ションも積極的に行いたいと思っていることがわかります。

大人世代においては若者と交流し、彼らをサポートしたい気持ちが強いという今回の調査結果
から、新型50・60代は“助けられる世代”ではなく、“助ける世代”になろうとしているこ
とが伺えます。若者世代は調査していないのですが大人世代からは可能性が見えてきました。
世代交代で第一線から退くのではなく、若者世代とのクロスジェネレーションを進めることで、
社会が活性化する可能性も見えてきます。“一億総活躍”と言われていますが、大人世代の活
躍によって若者世代が活躍できる、ということが少なくとも大人世代への調査から言えそうで
す。
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「若々しさ」だけでなく多方面での新たな兆しが見えて来ました。今回のシリーズでは、消費にも大きな
影響を与えるその生活者の意識変化を明らかにして行きます。
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Q.次に挙げる、年代や⽣活に関する考え⽅について、あなたのお考えや⾏動にあてはまるかどうかお答えください。
・大人世代と若者世代がお互いの良さを認め合いながら、交流・協⼒し、新しい⽂化や潮流を創る時代が望ましい

■若者世代と大人世代がお互いの良さを認め合いつつ、交流・協力し、新しい文化や潮流が生まれるこ

とへの共感が８割近くに。

「大人世代と若者世代がお互いの良さを認め合いながら、交流・協力し、新しい文化や潮流をつくる

時代が望ましい」が全体の77.0%で、とくに40代69.0%、50代77.6%、60代84.6%と年代が

上がるほど高くなる傾向にあります。上の世代ほど交流・協力を求めており、また男女別にみると女

性のほうがその傾向が強く表れました。

■若者世代を大人世代が応援し、若者世代から新しい文化や潮流が生まれることへの共感が75.3%に。
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そう思う… ややそう思う… あまりそう思わない… そう思わない…

Q.次に挙げる、年代や⽣活に関する考え⽅について、あなたのお考えや⾏動にあてはまるかどうかお答えください。
・大人世代が若者世代を応援することで、若者世代からも新しく社会的にも意義のある⽂化や潮流が⽣まれる時代が望ましい

「大人世代が若者世代を応援することで、若者世代からも新しい文化や潮流が生まれることが望まし

い」と思う人は全体の75.3%と高く、40代67.8%、50代69.6%、60代83.9%と60代になる

とその傾向が顕著に表れ、女性がその傾向を牽引しています。新しい大人世代は単なる若者との「交

流・協力」を望むのにとどまらず、「若者のサポート」を目指しているようです。



Q.あなたは今後、家族や友人とのコミュニケーションの時間・機会を増やしたいと思いますか。あてはまるものをそれぞれお選びください。
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■ 75.0%が「年齢問わず価値観を共有できる友人・知人」とのコミュニケーションを増やしたい

コミュニケーションを増やしたい相手として、「年齢問わず価値観を共有できる友人・知人」が

75.0%と、子供・孫・夫妻などのパートナーに次いで４位となっています。これは「同世代のプラ

イベートな友人」71.0%を上回っています。

参考資料
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＜調査概要＞

調査主体：博報堂 新しい大人文化研究所

調査対象：40～60代男女

対象エリア：１都３県（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県）

中小都市（首都圏、熊本市・岡山市以外の政令指定都市および岩手県・宮城県・福島県を除く）

対象者数：2,700サンプル

調査手法：インターネット調査

調査日時：2015年3月20日（金）～3月22日（日）



＜参考資料＞

博報堂 新しい大人文化研究所 過去のレポート一覧

※過去のレポートは、下記ＵＲＬにてご覧いただけます。
http://www.h-hope.net/（新しい大人文化研究所ＷＥＢサイト）
http://www.hakuhodo.co.jp/ （博報堂WEBサイト → 「ニュースリリース」 → 「調査レポート」）

【新大人研レポート“新しい大人世代”の～シリーズ】

No.1 人生のとらえ方(2012.1.19)

No.2 言われて嬉しい言葉(2012.2.1)

No.3 コミュニケーション(2012.4.16)

No.4 健康意識（2012.5.31）

No.5 お金に関する意識（2012.8.27）

No.6 社会意識（2012.9.3）

No.7 夫婦関係（2013.2.26）

【新大人研レポートいま高齢社会は“新しい大人社会”へ

と大きく変化シリーズ】

No.80 その① おカネ（2013.07.31）

No.90 その② 食（2013.9.5）

No.10 その③ メディア（2013.11.6）

No.11 その④ 社会性（2013.11.28）

No.12 その⑤ クルマ（2013.12.25）

No.13 その⑥ 住（2014.2.4）

No.14 その⑦ 旅（2014.2.19）

No.15 その⑧ 介護（2014.3.28）

No.16 その⑨ 孫（2014.3.31）

【新大人研レポート シニアから新大人へ、新型50・60代に。シリーズ】

No.17 その① 新大人はこれまでの同世代と違う“新型５０・６０代”(2015.10.8)

No.18 その② 新大人は“新型50・60代”であり、それをリードするのは「自然体大人女子」 (2015.10.13)

No.19 その③ 新型50・60代は「新しい大人のライフスタイル」創りへ(2015.10.23)

No.20 その④ 新型50・60代は「介護予防」「健康向上欲求」の意識高く(2015.11.12)

「博報堂 新しい大人文化研究所」（新大人研）について

「新大人研」は、博報堂エルダービジネス推進室（2000年設立）を前身とし、2011年2月に「エルダーナレッジ開発

新しい大人文化研究所」を正式名称として設立されました。15年間のナレッジの蓄積を持っています。従来の中高

年層の間で一般的であった意識やライフスタイルとは異なる、新しい40～60代が誕生しています。新大人研では、

年を重ねるごとに前向きな意識を持つ、この新しい中高年生活者を「新しい大人」と名づけ、少子高齢化社会にプラ

スのインパクトを与える重要な存在として調査・研究しています。さらに、2015年からはクリエイティブなどの実践機

能も本格的に加え、よりよい未来のためのソーシャルイノベーションを起こす社会のエンジンを目指しています。

今年度は『新大人研レポート ～シニアから新大人へ、新型50・60代に。』を連続シリーズで発表していく予定です。
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■新大人研著作は台湾版・韓国版など海外へも


	Slide Number  1
	Slide Number  2
	Slide Number  3
	Slide Number  4

